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<~ましがき>
「耳鳴り」は蛸牛レベルの末梢性聴覚障害と考えられてきたが、最近ではそ

の多くが脳の機能不全、とりわけ脳幹レベノレの抑制系神経回路の障害で、ある可

能性が大きくなってきた。これらの疾患には有効な治療法がない現状であるが

患者の訴えは深刻で、ある。にもかかわらず心因性のものとして放置されるケー

スも多く QOL改善の面からも社会的要請は強い。そのメカニズムを解明する目的

で本研究は行われた。その結果、いくつかの新知見を得て研究の前進をみるこ

とができた。同時に聴覚路の持つ独特の複雑さも浮き彫りとなったので今後と

も継続してこの課題に取り組んでゆきたい。本研究のために貴重な国費を使わ

せていただいたことに対し深く感謝の意を表する。
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